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情報通信審議会 ＩＣＴ基本戦略ボード（第６回)議事録 

 

１ 日 時 平成24年4月24日（火） 16:30～18:30 

 

２ 場 所 総務省第１特別会議室（中央合同庁舎２号館８階） 

 

３ 出席者 

 (1) 構成員（敬称略） 

  村上 輝康（座長）、伊東 晋（座長代理）、岩浪 剛太、江村 克己、岡村 久道、 

  片山 泰祥、久保田 啓一（代理）、嶋谷 吉治、堤 和彦（代理）、富永 昌彦、 

中川 八穂子、野原 佐和子、野村 敦子、藤原 洋、三膳 孝通、森川 博之、三輪 真 

 (2) 総務省 

  小笠原総務審議官、利根川情報通信国際戦略局長、久保田官房総括審議官、 

阪本官房審議官、横田情報通信国際戦略局次長、木村情報通信政策総合研究官 

 (3) 事務局 

  山田情報通信国際戦略局参事官、渡辺情報通信政策課長、中村融合戦略企画官、 

  岡野技術政策課長、山口技術政策課統括補佐、齋藤データ通信課長 

 

４ 議題 

 (1) 今後のＩＣＴの方向性について 

 (2) 自由討議 

 (3) その他 

 

５ 議事録 

 

【村上座長】  それでは、定刻になりましたので、ただいまから、情報通信審議会ＩＣ

Ｔ基本戦略ボード第６回の会合を開催させていただきたいと思います。皆様、ご多用のと

ころをご出席いただきまして、大変ありがとうございます。 

 本日は、篠﨑構成員、関構成員、所構成員がご欠席で、久保田構成員、堤構成員、それ

ぞれ代理で斉藤さん、水落さんにご出席をいただいております。 
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 それでは、事務局より本日の資料の確認をお願いしたいと思います。 

【中村融合戦略企画官】  本日の配付資料でございます。議事次第、１枚おめくりいた

だきまして資料６‐１から６‐２、６‐２には別添がございます。それから資料６‐３、

６‐４、それから最後に資料６‐５ということで１枚物の資料をおつけしてございます。 

 過不足等ございましたら、お申しつけいただければと思います。 

【村上座長】  過不足は大丈夫でしょうか。 

 資料基６‐１の第５回の会合の議事録（案）につきましては、既に構成員の方に照会し

ておりますが、さらに修正がございましたら、４月２７日までに事務局までお知らせいた

だきたいと思います。 

 それでは、議題に入りたいと思います。 

 本日は、まず森川構成員から、ビッグデータの活用に関するアドホックグループの検討

状況につきましてご報告いただきたいと思います。その後、事務局より、これまでの会合

での議論を踏まえた２０２０年ごろに向けたＩＣＴ総合戦略の検討状況について説明をい

ただきたいと思います。その後、森川構成員のご報告と事務局の説明を踏まえて自由討議

で、目指すべきＩＣＴ環境、あるいはその具体的な推進方策等についてご議論をいただけ

ればと思います。 

 本日はこの会合の中間的な取りまとめということで位置づけできればと考えております

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、森川構成員からご説明をお願いします。 

【森川構成員】  それでは、アドホックグループでビッグデータの活用に関して検討を

してまいりましたので、今までのところをまとめたものに関しまして、ざっくりとではご

ざいますけれども、ご紹介したいと思います。資料は全部で２７枚ございますが、１５分

以下ぐらいでさらっとご紹介したいと思います。 

 まず、おめくりいただきまして、３枚目から５枚目がアドホックグループ自体のご紹介

になります。３枚目は「設置目的」「主な検討事項」「検討スケジュール」「検討体制」でご

ざいまして、おめくりいただきまして４枚目が構成員メンバーになっております。 

 ５枚目が、今までの検討スケジュールでございまして、今まで計５回、プレゼンテーシ

ョンを中心として、プレゼンテーションから派生して構成員の方々からいろいろな意見を

いただいたというものでございます。 

 続きまして、おめくりいただきまして６枚目、続く７枚目でございますけれども、７枚



 -3- 

目からがビッグデータ活用の背景でございまして、７枚目がビッグテータの位置づけ、も

う皆さんもご存じのとおり、いわゆるビッグテータはこれからのＩＣＴ分野における重要

な潮流、あるいは戦略的な技術として位置づけられているというものが７枚目になります。 

 続く８枚目ですけれども、こちらはビッグテータの活用によって、製品開発、販売促進、

あるいは保守・メンテナンス・サポート、あるいはコンプライアンス、最後に業務基盤・

社会インフラへの運用といったようなことへの応用が期待されているというものになりま

す。 

 続く９枚目でございますけれども、こちらはビッグテータが進みつつある背景でござい

ますが、コンテンツアプリケーション、プラットフォーム、ネットワーク、デバイス、そ

れぞれのレイヤーにおきまして、こちらの真ん中にあります緑色のような進展があります

と。それによって膨大なデータが生成されることになりつつありまして、収集・蓄積によ

って新しいビッグテータの利活用が進みつつある、というふうにまとめております。 

 続く１０枚目でございますけれども、では具体的なビッグテータはどういったものなの

かといったものをポンチ図にまとめたものでございますけれども、いろいろなリアル、あ

るいはバーチャルな世界から、膨大なデータ、いろいろな種類のデータが集まってきてい

るというものになります。 

 １１枚目でございますけれども、そのビッグテータを利用する視点、あるいは利用を支

援する視点といった、それぞれ２つの視点からビッグテータの特徴をとらえると、ビッグ

テータを利用する者の視点からは、いわゆる「高解像度」、あるいは「高頻度」、あるいは

「多様性」といったようなキーワードが挙がってきております。それとともに、データの

利用を支援する者の視点、そちらからは「多源性」「高速度」「多種別」といったようなキ

ーワードが挙がってきております。 

 続く１２枚目でございますが、こちらは量的な側面でございまして、いろいろなところ

で言われておりますように膨大なデータが上がってきつつあるという背景的な情報になり

ます。 

 続く１３枚目と１４枚目が、ではビッグテータの活用を行うに当たって主な技術として

Hadoopとか、クラウド、あるいはData Ware House、１４枚目に行きますと、ＣＥＰ（Complex 

Event Processing）、あるいはＰＰＤＭ、ＭＤＭ、秘密計算といったような主要な技術も徐々

に蓄積されつつあるというご紹介になります。 

 続きまして１５枚目と１６枚目ですけれども、このようなビッグテータを考えていくに
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当たりましては、やはりプライバシーの問題とか、いわゆる法的な問題を考えなければい

けませんので、こちらに関しましては、岡村構成員の資料をそのまま使わせていただいて

おりますけれども、１５枚目はいわゆるビッグテータがどのように活用されるのかといっ

た想定したモデルでございます。 

 このような環境下で、１６枚目になりますけれども考えなければいけない３つの視点と

いたしまして、１つ目が、いわゆるユーザーに対する視点ということになります。２つ目

が、サードパーティー（第三者）に対する視点、３つ目がビッグテータを提供する提供先

に対する視点といったような形でいわゆる法的な検討を考えることができるのではないか

といったものでございます。 

 続く１７枚目でございますけれども、ではビッグテータを利活用していくに当たりまし

ては、人材が重要だということはいろいろなところで言われておりますけれども、それを

統計的に数値として、日本がどうなのかといったところを示したスライドになります。ア

メリカ、あるいは中国、あるいはインド、人口そのものもかなり違いますけれども、それ

を差し引いても、日本は人材が少ないのではないかといったことを示したスライドになり

ます。 

 続く１８枚目でございますけれども、こちらがビッグテータの活用イメージになります。

左側からデータを把握する、あるいは収集するといったステップがありまして、真ん中に

データを蓄積する処理、あるいは可能な状態にするというフェーズがございます。そして、

右側に処理・分析する。それで、それを使って活用をしていくといったような形で位置づ

けることができるのではないかといったものになります。 

 続く１９枚目でございますけれども、アドホックグループでヒアリングをした会社をリ

ストアップしておりますけれども、このような国内においてビッグテータの活用に関して

のいろいろな取組事例がございましたので、それをご紹介いただきまして、課題とか、あ

るいは今後の方向性等について議論をさせていただいたということになります。合計で１

１者からヒアリングをさせていただきました。 

 続く２０枚目からは、そのヒアリングの結果、洗い出された課題を２０枚目から２４枚

目までまとめてございます。１点目が、まず１番目の「生成・収集・蓄積における課題」

を２０枚目のスライドにまとめております。こちらにアイテムとしてリストアップしてお

りますので、さっとごらんいただければと思います。特に、やはりユーザーからの情報を

ではどのように得ていくのかといったようなあたりが重要となるというような意見が多か
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ったように記憶しております。 

 続きまして２１枚目になります。こちらが「データの流通・連携における課題」をリス

トアップしております。こちらも、その集めたものを、第三者に提供するに当たっての扱

い方、そのあたりも結構重要な課題として認識されているというものになります。 

 続く２２枚目でございますけれども、これはそのほかのデータの活用における課題とい

ったことでございまして、こちらは一番上に書いてありますように、例えば諸外国では通

信事業者が得たようなデータを災害対応等のいわゆる公共目的のために使うといった事例

も紹介されておりましたので、そういう利用のあり方もしっかりと考えていったほうがい

いのではないかといったようなことも含めて課題をリストアップしております。 

 続きまして２３枚目でございますけれども、これも続きになります。こちらも基本的に

はやっぱりデータの取り扱い方、あるいは公開の仕方などが中心として挙げられておりま

す。それに加えまして、一番下に我が国の大学においてはいわゆる統計を中心とした人材

育成をするような学科がないといったようなことも挙げられております。 

 続きまして２４枚目でございます。こちらも続きになります。こちらも、重要であると

いうことで指摘されていたのは、真ん中よりちょっと下にございますけれども、「フィジカ

ルとの融合等、GoogleやFacebook等が現在主に取り組んでいない分野への取組の在り方」

とございますけれども、GoogleとかFacebookは、ご存じのとおり仮想世界の情報は集めて

おりますが、いわゆる物理世界の情報はまだまだこれからであるといったようなことでご

ざいますので、そのあたりは競争力が十分あるのではないかといったような指摘もござい

ました。 

 続く２５枚目ですけれども、「ビッグテータの活用に向けた今後の方向性」というスライ

ドになりますけれども、関係事業者からのヒアリング等によって国内外での取組事例を整

理すると、こちらにあります表の縦軸と横軸のように分類することができるのではないで

しょうか。 

 まず縦軸に関しましては、分析結果のフィードバック対象が、系全体であるのか、ある

いは個別であるのかといった形での分類軸、それに対して、横軸のほうはいわゆる分析結

果のフィードバックまでの期間ということで、ストック型、あるいはフロー型。ストック

型は一旦蓄積してから分析をしてフィードバックをする、フロー型はリアルタイムに入っ

てきたデータをリアルタイムに分析をしてフィードバックをするといった形の、こういっ

たマトリックスに分類できるのではないかといった形でビッグテータの事例をこのような
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象限の中に埋め込んで分類をしております。 

 このような形で今後ビッグテータの活用については、系横断的なデータの活用への進化、

あるいは活用のよりリアルタイム化への進展、そういった流れが、今、非常に強まってい

る。それに伴いまして、社会的課題の解決や経済規模の拡大に貢献していくと考えられる

ということでございます。 

 それを別なまとめ方をしたものが２６枚目になります。以上を踏まえて、「ビッグテータ

の活用における基本的な考え方」といたしましております。まず、「ビッグテータの活用に

関する現状と今後の方向性」でございますけれども、現在、検索、ＥＣ、あるいはソーシ

ャルメディア等のウェブサービス分野において多量に生成・収集等されるデータをいろい

ろなサービスの提供のために活用することを中心に進展しています。 

 それに加えて、今後は、センサネットワーク等から生成・収集等をされる多種多様なデ

ータをいわゆるリアルな社会分野において系横断的かつリアルタイムに活用していくこと

がさらに進展していく、と考えております。 

 それを踏まえて、「ビッグテータの活用を推進することの必要性」でございますが、そう

いったリアルなデータをこれからどんどん取り込んでいくことによりまして、いわゆる人

口減少等、今後、国を支える人的な資源が縮小する中で、さらには昨年のような震災を契

機として情報が命を守るライフラインであることが再認識されている中で、ビッグテータ

をさらなる成長を実現するための戦略的な資源と位置づけ、国としても実社会分野におけ

るビッグテータの活用を積極的に推進することが重要、というふうにうたっております。 

 その上で、「ＩＣＴ政策の役割」に移りますけれども、ＩＣＴ政策としては、国あるいは

地方自治体、公共・民間事業者等のそれぞれにおいて生成・収集される多種多量のデータ

について、社会全体で共有可能な知識や情報の創発が促進されるよう生成・収集・蓄積・

公開・流通・連携等をさせることを通じ、社会的課題の解決や経済活性化の実現に貢献す

べきである。 

 以上に当たっては、昨今の個人に関するデータの取扱いをめぐる問題等、実社会への適

用や技術開発の進展状況等に関する国際的な動向も見極めつつ、制度的・技術的課題の解

決等に取り組むことが必要である、というふうにまとめてございます。 

 ２７枚目になりますけれども、これらを踏まえると、こちらに示しております①から⑦

の７つの課題について取り組むことが必要である、というふうにまとめております。これ

らの解決の具体的な方策につきましては、今後、このアドホックグループでさらに検討を
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してまとめていきたいと考えております。 

 １点目は、いわゆるオープンガバメント、あるいはオープンデータ化、横断的活用のた

めの環境整備のあり方ということになります。２つ目でございますけれども、こちらはセ

ンサ等から生成されるデータを安心・安全に収集・解析・流通等をするための技術開発、

さらには標準化のあり方といった形になります。３点目は、ビッグテータの活用に関する

人材の育成に関するものです。続く４点目は、ビッグテータを使って個人に関する情報に

配慮した街づくりやあるいは防災等への活用のあり方。続く５点目は、いろいろなデータ

が集まっても、その活用が不可能であれば意味がありませんので、その利活用を阻む規制

あるいは制度のあり方。続く６番目が、普及あるいは展開を図るための推進体制のあり方。

最後に、７番目が、いわゆる国際的な連携等を含めて意見交換の在り方や、あるいはビッ

グテータの活用によっていかほどの経済価値が生まれるのかといったような計測手法のあ

り方といった形を、アドホックグループにおきましては７つの課題という形でリストアッ

プさせていただきまして、これは今後、一歩進めた形での具体的な方策に関してアドホッ

クグループで検討をしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

【村上座長】  ありがとうございました。 

 ビッグテータにかかわります変化の先端につきまして、その展望、課題を非常に包括的

に、またポイントを突いておまとめいただきました。この議論につきましては、この後の

事務局からの報告と一体でご議論いただければと思います。 

 事務局から、次の資料の説明をお願いしたいと思います。 

【中村融合戦略企画官】  それでは、お手元の資料基６‐３に基づきましてご説明させ

ていただければと思います。これまでＩＣＴ基本戦略ボードにおきましてご議論いただき

ました内容を中間的に取りまとめたという位置づけのものと考えてございます。 

 おめくりいただきまして１ページ目と２ページ目につきましては、この後、委員会への

ご報告を念頭に置きまして、これまでの議論の背景ですとか経緯を簡単にまとめたもので

ございます。内容につきましては、この１ページ目、２ページ目は省略させていただけれ

ばと思います。 

 それから、３ページ目から、具体的なご議論をいただきました内容につきまして整理さ

せていただいております。 

 ３ページ目でございますが、まずはやはり世界における日本の現状ですとか立ち位置が
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どういったものであるのか、あるいは世界的トレンドはどうなのかといったような部分に

つきましてのご議論をいただいた内容でございますが、ＧＤＰで日本な中国に抜かれて３

位になっておるというような状況、あるいはＩＣＴの競争力ランキングにおきましても低

迷しているというような状況で、なかなか思わしくないような状況になっているというよ

うなこと、また、世界的な方向に目を向けてみますと、アジアをはじめとします新興国が

急激に台頭しているというようなこと、さらには、グローバル経済圏といったようなこと

が拡大しているというような状況でございまして、こういった多様化・複雑化するような

グローバル環境の中でのＩＣＴ戦略といったようなものを検討していくことが必要であろ

うというようなご意見だったかと思います。 

 また、こういった海外との連携におけるスタンスというようなことでございますが、「ジ

ャパン・イニシアチブ」というような考え方のもとで、必ずしもそのプレーヤーは日本人

あるいは日本企業である必要はないというようなことでございます。むしろ、日本の技術・

文化をきちんと諸外国にも理解していただくような必要があるのではないかといったよう

なご議論であったかと思います。 

 ４ページ目でございます。こういったグローバルな視点を持つことに加えまして、ＩＣ

Ｔをきちんと社会の中に適用・実装するというようなこと、さらには、それによって課題

解決につなげていくというようなことが非常に重要であるというようなご意見もちょうだ

いしたかと思います。 

 具体的には、グローバル展開等におきましても、インフラ、アプリだけの話ではなくて、

例えばサービスといったようなことも含めてパッケージで展開いたしまして、イノベーシ

ョンの創出につなげるというようなことが必要であろうというようなご意見だったかと思

います。 

 こういったようなグローバルへの対応、あるいは社会実装といったような観点を踏まえ

まして、新しいＩＣＴ総合戦略を検討していくというようなことが必要であろうというこ

とでございます。 

 具体的には情報技術の革新を反映いたしまして、利用者視点、ユーザー視点で社会経済

活動に資するようなしっかりしたビジョンをつくっていく必要があるというようなこと、

それから、人あるいは情報がきちんと集積しまして、イノベーションですとか創発が起こ

りやすいような環境を整備することが必要であるということ、それから、「情報資源」です

とか「知識資源」、こういったものが国力を左右するという認識で、情報のフローの部分だ
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けでなく、きちんとストックの部分についても高めていくことが必要であるというような

こと、さらには、新しいプレーヤーがどんどん生まれてくるような自由競争が起こりやす

い環境を整備することが重要であるというようなことをここに書かせていただいてござい

ます。 

 それから、５ページ目以下でございますが、今申し上げました我が国の世界的なポジシ

ョンにつきまして、少しファクトデータ、バックデータを幾つか５ページ目から７ページ

目までお示ししてございます。 

 ５ページ目にはＧＤＰについてのデータ、それから国際競争力ランキングのデータ、あ

るいは日本のＩＣＴ端末・機器、ブランド等の市場シェアと輸出額シェアについて、特に

日本の輸出額シェアはほとんどないというような状況をお示ししてございます。 

 それから６ページ目でございます。こういった日本の状況に比べまして、アメリカの特

にApple社ですとか、あるいは韓国サムスンといったようなところにつきましては、非常に

その勢力を拡大させているというような状況であること、他方、ＩＣＴ分野におけます雇

用という面では、ＩＣＴの分野で日本では、２０１５年に例えば二十数万の新しい雇用創

出が予測されているというようなことで、引き続きこのＩＣＴの分野では雇用においても

高い成長率が期待されているというようなデータでございます。 

 それから７ページ目でございますが、日本が抱える諸課題ということで、「少子高齢化」、

それから「エネルギー制約」、それから「都市化の進展」といったようなことを挙げさせて

いただいてございまして、こういった問題の解決にもＩＣＴが寄与できるのではないかと

いうところでございます。 

 ８ページ目でございます。こういったような背景、あるいはファクトを踏まえまして、

特にＩＣＴ分野におきましては、これまでやはり個別の取り組みが進んできた。具体的に

は、研究開発と社会実装の両立がなかなかうまくいっていなかった。あるいは、標準化と

物の売り込みの両立がなかなかうまくいかなかったというような状況、さらには、「グロー

バルな視点」ということにつきましても、きちんとしたその戦略というものがなかなか十

分という状況でもなかったということでございます。それから、新しいプレーヤーがなか

なか生まれづらい環境であったというような課題が挙げられるかと思います。 

 そこで、これまでの文脈と連続的な進め方というよりは、新しいＩＣＴ展開スキームと

いうものをきちんと打ち出していく必要があるのではないか。具体的には、インフラ、端

末に加えてアプリやサービスといったことも含めまして、また、技術開発と社会実装をき
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ちんと連動させながらといったようなことで、この新しいＩＣＴ政策を総合的に進めてい

く必要があるのではないかということでございます。それにより、人と情報が集積をして

イノベーションがつくり出されるような環境、一番下にございますが、融合と連携により

イノベーションを創出するような新しい総合的展開方策を推進しまして、「情報のストック

とフローを活用した世界最先端のアクティブなＩＣＴ環境」の実現を目指すということが

必要なのではないかというご議論であったかと思います。 

 特にこの「アクティブ」という言葉でございますが、少し掘り下げてみたところ、３つ

の意味合いがあるのではないかということでございます。１つ目は、ユーザーセントリッ

ク、ヒューマンセントリックといいますか、利用者起点で動くようなＩＣＴ社会が「アク

ティブ」の要素ではないか。それから、２つ目は、社会全体につきまして社会的効率を向

上させていくというような意味でＩＣＴを社会実装させたようなアクティブな社会という

ものの実現が必要ではないかということ。それから、３つ目は、グローバル展開につきま

しても、これまでどちらかといえばパッシブなグローバル展開ではなかったのかと。これ

からはむしろアクティブ・グローバルといったような転換が必要ではないか、というよう

なご意見をいただいておったかと思います。 

 それから９ページ目でございます。新しいＩＣＴ総合戦略を検討していくに当たりまし

ては、これまでのＩＣＴのトレンドをきちんと踏まえる必要があろうというようなことで

ございまして、「ｅ-Japan」ですとか「u-Japan」といったような流れがございました。た

だ、プラットフォームがガラパゴス化してしまったのではないかというような課題が挙げ

られるかと思います。 

 他方、ネットがリアルの世界に浸透してくる中で、例えばソーシャルサービスの出現で

すとか、あるいはプラットフォームのグローバルなものが出てきたというような流れがご

ざいます。こうした２つの方向が融合いたしまして、今後はクラウド、それからユビキタ

ス、これをベースとしたネットワークがまずございまして、その上にグローバルでオープ

ンなプラットフォームが乗っかってくると。さらに、その上でスマートなサービスが展開

されるのではないかと、こういったような方向性に進んでいくのではないかというような

ご意見をいただいたかと思います。こういったような方向性に合致するような新しい総合

的な戦略が必要ではないかというところでございます。 

 それから、１０ページ目から１２ページ目にかけましては、こういったご議論の中で特

に技術的な面におきましてどういった技術的トレンドを踏まえていかないかというような
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ことでございまして、少しグルーピングした上でちょうだいしたキーワード的なものをお

示ししてございます。 

 最初が、いわゆる使いやすいユーザーインターフェースといったようなところに着目し

たものでございます。それから２つ目、ビッグテータですとか、Ｍ２Ｍ、あるいはクラウ

ドといったようなグルーピングをさせていただいてございます。それから、１１ページ目

でございますが、特に映像系に着目したところでございまして、スマートテレビですとか、

あるいはスーパーハイビジョンのようなものを念頭に置いた次世代映像・高臨場感映像シ

ステムといったようなものが挙げられるかと思います。さらに、その下でございますが、

ネットワークインフラというようなことでございまして、ブロードバンドはもちろんでご

ざいますが、災害を踏まえまして、輻輳等にも対応できるような堅牢なネットワーク、あ

るいは復活しやすいネットワークといったようなご議論、キーワードをちょうだいしたか

と思います。それから１２ページ目でございますが、セキュリティということでございま

して、安全性の高い、また、信頼性の高いＩＣＴシステムというようなことで幾つかキー

ワードをちょうだいしたところでございます。 

 １３ページ目でございます。こういった背景、あるいは技術的トレンド等々を踏まえま

して、今後、新しい「情報資源」に着目したアクティブな社会を実現するため、それを少

しブレークダウンしたらどうだろうということでございます。２０２０年に目指すべき社

会につきましては、この下にございますような５つのＩＣＴ環境とさせていただいてござ

いますが、こういったことを目指すことが必要ではないかというようなご議論だったかと

思います。 

 １つ目でございますが、高齢者等でも気軽に安心してＩＣＴを活用して、雇用の確保、

きずなの強化等を実現する。また、その際、すべてのサービスがワンアクションで簡単に

利用できるような環境、こういったようなアクティブかつ快適な暮らしを楽しむことがで

きるような環境の実現が必要ではないかということ。 

 それから２つ目でございますが、多種多量のデータをリアルタイムに活用いたしまして、

諸課題の解決、それから新しいビジネス・マーケットの創出につなげるというようなこと

が必要ではないかということでございます。 

 それから３つ目でございますが、特にこの映像の関係に着目をしてございます。好きな

端末でリッチコンテンツですとかアプリケーションを製作・利活用できて、さらには映像

新ビジネスが創出されるような環境、これが重要ではないかというようなものでございま
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す。 

 それから４つ目でございます。特にインフラの部分に着目してございますが、自由にコ

ミュニケーションできて、あるいは災害時でも壊れない、復活しやすい、こういった有・

無線が一体の世界最先端のネットワーク環境、ブロードバンド環境が必要ではないかとい

うものでございます。 

 最後にセキュリティの関係でございますが、サイバー攻撃等にも影響を受けないような、

だれでも安心・安全に社会活動、経済活動ができるような世界最高水準のこのＩＣＴの利

用環境、サイバーセキュリティ環境を実現する必要があるのではないかというようなこと

を、少し具体的な５つのＩＣＴ環境ということで挙げさせていただいております。 

 それから、１４ページ目以降でございますが、今、ご説明をさしあげました５つの具体

的なＩＣＴ環境につきまして、それぞれ、またそのファクトデータですとか、トレンド的

なものをお示しさせていただいてございます。それぞれ、ちょっと詳細な説明は省略させ

ていただきます。 

 こういったような最近のトレンド等も踏まえまして、最後のページ、１９ページ目でご

ざいます。 

 ５つのＩＣＴ環境を実現するために、では具体的にそれらの５つのＩＣＴ環境がどうい

った社会的なイメージになってくるかということ、さらには、こういった２０２０年に目

指すべき社会を実現するためにどういった目標設定を、例えばその一歩手前、２０１５年

の目標ということで立てる必要があるかというようなこと、さらには、こういった目標を

実現するために、どのような方策を立てていく必要があるかというようなことを、それぞ

れの５つのイメージごとにまとめさせていただいたものでございます。 

 全体といたしまして、レイヤー構造のようにちょっとなってございますが、一番下に２

つ、「堅牢で弾力的なブロードバンド」というようなことでインフラに着目したもの、それ

から右側に「安心・安全で高信頼なＩＣＴ」というようなことでサイバーセキュリティ環

境に着目した箱がございます。真ん中に、こういったネットワーク、セキュリティの上で

利活用されるようなデータに着目した「データの利活用」というような青い箱、それから、

「リッチコンテンツの製作・利活用」という部分に着目した箱、それから一番上にサービ

ス全般といいますか、暮らし、生活に着目したような箱をそれぞれ配置させていただいて

ございます。 

 簡単にざっとだけそれぞれ５つの中身をご紹介させていただければと思いますが、一番
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上の「アクティブ／快適な暮らし」というような意味では、世代ですとか、地域、言語等

の違いを意識しない、あるいは高齢、例えば８０歳になっても自由に社会参画できるとい

うような社会イメージ、さらには、すべてのサービスが非常に簡単に利便性高く利活用で

きるような環境を構築することが必要ではないかというようなことでございます。 

 それから、「データの利活用」ということでございますが、先ほどの森川先生からのご説

明にもございましたが、ビッグテータを利活用しまして課題解決につなげるということに

加えまして、新しいデータ利活用市場が創出されるような環境を構築するというような社

会的イメージでございます。 

 さらに、「リッチコンテンツ」についてでございますが、家庭やオフィスでさまざまなデ

バイスが連携をいたしまして、こういった端末を気にせず、いつでも、どこでも、だれで

も、好きな端末でリッチコンテンツ、アプリケーションを製作・利活用できるような環境

を実現することが重要ではないかということでございまして、具体的にはスマートテレビ

ですとか、あるいはスーパーハイビジョンといったようなことの推進も念頭に置いた目標、

それから具体的方策を幾つか例示的にお示ししてございます。 

 それから、下の２つでございます。 

 左側、「堅牢で弾力的なブロードバンド」ということでは、ＴＰＯですとか、あるいはメ

ディアを気にする必要のない世界最先端のブロードバンド環境を構築するというようなこ

と、さらにこの中には、「壊れない」ですとか「復活しやすい」といったような概念のネッ

トワーク、こういったようなネットワークの構築を可能とするような技術の研究開発も必

要ではないかといったようなこと、さらには周波数の話ということでございまして、ブロ

ードバンド実現のための周波数の確保ですとか、周波数再編の加速化といったようなこと

を具体的方策に挙げさせていただいてございます。 

 それから、右側、セキュリティの関係でございますが、サイバー攻撃等に影響を受けな

い、だれでも安心・安全にＩＣＴを活用した社会経済活動ができるような世界最高水準の

ＩＣＴの利用環境、サイバーセキュリティ環境を構築するというようなことでございまし

て、サイバー攻撃を予知・即応するような技術の研究開発ですとか、サイバー空間におけ

る国際的なルールづくりといったようなことを具体的方策例として挙げさせていただいて

ございます。 

 全体を結ぶような、全体をつなげるような基本的な考え方といたしまして、真ん中にご

ざいますが、こういったイノベーションの創出につながるような新しい展開スキームを創
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設していく必要がある、それによりまして２０２０年に情報のストックとフローを活用し

たアクティブなＩＣＴ環境を実現していく必要があるだろうと。当然また、こういった実

現目標には、グローバルですとか、課題解決、それから経済成長への寄与といったような

観点に必ず留意しないといけない、というような趣旨で真ん中に書かせていただいてござ

います。 

 今後、こういったような中身を含めまして、さらに具体的にどういった方策、どのよう

にこれらを実現するために国が政策展開していく必要があろうかというようなご議論をち

ょうだいできればと考えているところでございます。 

 それから、資料６‐４といたしまして、参考資料集というものもおつけさせていただい

てございまして、今回ご議論いただいた中身、特に皆様からちょうだいしましたプレゼン

資料ですとかデータ集的なものを、この６‐４ということでまとめさせていただいてござ

います。 

 さらに、本日、資料６‐５というものもお配りさせていただいてございます。本日ご欠

席でございますが、所構成員からペーパーを１枚提出いただいてございます。全体的な考

え方といたしまして、「世界最先端のアクティブな情報資源立国を目指す」というような方

向性でいかがでしょうかということでございます。 

 具体的な目標といたしましては、先ほど事務局からもご紹介をさせていただきました内

容と一致するものかと思いますが、「アクティブな暮らし」「アクティブなデータ利活用」

それから「リッチなコンテンツの利活用」、それから「アクティブなコミュニケーション」、

それから「安全で高信頼な環境確保」といったようなことが目標として掲げられてござい

ます。 

 それから、こういったような目標を実現するための方法ということで、所構成員から３

つの大きな柱、まずビジョンということではユーザーセントリックでアクティブかつセキ

ュアなライフスタイルを追求する、こういったようなビジョンが必要ではないかというも

のでございます。 

 それから、産業・経済といった面におきましては、イノベーティブ・テクノロジーによ

りましてグローバルマーケットを開拓していくというようなスタンスが重要であろうとい

うことでございます。さらに、規制あるいは制約の見直しということでございまして、規

制緩和等を進めることによりまして、技術的制約ですとか資源的制約を克服していく必要

があるのではないかというようなご意見をちょうだいしてございますので、簡単にご紹介
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させていただきます。 

 事務局からは以上でございます。 

【村上座長】  ありがとうございました。 

 この会合は、前回からちょっと時間がたちましたが、前回までの議論はどちらかといい

ますと、ＩＣＴがどういうふうに、今、変わりつつあって、ＩＣＴをどういう方向に変え

ていくべきなのかというような方向での議論が活発に行われました。 

 大きな方向が見え始めた訳ですが、この場での議論の中で、ＩＣＴがというよりも、Ｉ

ＣＴで何をやりたいのかと。どんな社会を、どんな産業を、どんな生活を実現したいのか

というところをもっと明確にしていくことが大事なのではないかという問題提起がありま

して、その後、おそらく延べ十何時間にわたると思いますが、このメンバーで非常に熱い

ブレーンストーミングをやっていただきました。そういう中で出てきたものが、本日ご紹

介させていただいております「アクティブ」というところに一度収斂させて、それをイノ

ベーション創出につながる新しいＩＣＴ展開スキームに広げていくような全体の姿、中間

的な取りまとめの姿でございます。 

 この検討の全体のプロセスを示したものと、先ほどの森川構成員からのビッグテータに

ついてのより詳細なプレゼンテーションをベースにしまして、この後、残された時間で自

由にご討議をいただければと思います。 

 それでは、どなたからでも結構ですので、自由にご発言をしていただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 では、野原構成員。 

【野原構成員】  口火切り役ということで。２つあるのですけれども、１つは、６‐３

の資料で取りまとめていただいた資料が、この場の報告書というか、取りまとめになると

思いますが、その全体構成についての提案です。この資料で、８ページ目と、１３ページ

と、１９ページの３枚がポイントになり、この3枚のストーリーがきれいに流れれば、おの

ずと全体がまとまると思います。 

 そう思ってこの３枚を眺めると、１３ページの上半分はＩＣＴを取り巻く現状分析が書

いてあるので、これを最初に持っていったほうがいいと思います。その次が８ページで、

現状分析を踏まえてＩＣＴ分野における課題と今後の展開の考え方が書かれていると。次

に、１３ページの後段が来る。クローズド・ブレストの中では「Active Japan」と呼んで

はどうかという話が出ましたが、その「Active Japan」のイメージになっている。そして、
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１９ページ目に具体的な戦略があるという流れにすれば、美しくまとまるのではないかと

思います。 

 ２つ目は、このようなまとめになると考えると、次には具体的にどう実現していくかが

重要だと思います。Ｈｏｗについてですけれども、所さんの資料も、ある意味、その点に

ついて述べておられますし、それ以外にも、１９ページの真ん中の赤いところに、「イノベ

ーション創出につながる新たなＩＣＴ展開スキームの創出」というのがあって、この「Ｉ

ＣＴ展開スキーム」って何なのという話につながると思いますが、その点について、もう

少し具体的に話ができたらと思います。 

 具体的な話は後にしますが、大きくは３つのキーワードがあると思います。１つは、「競

争的スキームを導入」するということと、それから、アクティブ・グローバルという話を

８ページでコメントしていますが、具体的にどうやって実現していくのか、つまり、「アク

ティブ・グローバルの具体的方策」ということと、３つ目のキーワードは「新しいプレー

ヤーの創出・育成を通して、イノベーティブな環境つくり」をどうするかということを含

めて、この中身を後半で議論できればと思っています。以上です。 

【村上座長】  ありがとうございます。 

 いずれも非常に建設的なご提案で、前半のほうは、これはまさにこういうふうにご提案

のようにしたほうが、流れがすっきりするように思いますので、これはぜひ検討していき

たいと思います。 

 後半、まさに野原構成員がおっしゃいましたように、これからこの赤いところを具体的

にしていくというところだと思います。そのキーワードを３ついただきましたので、それ

を踏まえてということがこれからの大きな課題ということかと思います。どうもありがと

うございました。 

 どうぞ、岩浪構成員。 

【岩浪構成員】  今、野原さんがご指摘されたこの８、１３、１９ですね、確かにこれ

が、言うなれば基本的な流れのところだと思います。８ページ目がやっぱり、まず我々が

これを一体どんな考え方に立ってこの案を出したかという、まず最初の大事なところだと

思います。 

 先ほど座長もおっしゃられたように、非公開の会合も含めて随分活発な議論が出たと思

うんです。この資料は全体がすばらしくきれいにこれは今まとまっているなと思っていま

す。思っているんですけれども、すばらしくきれいにまとまり過ぎていると言うのも変で
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すが、すばらしくまとまっているので、いろいろと相当長時間かけていろいろな議論をし

た、危機感も含めた熱っぽさが若干薄れてしまっているような気がしないでもないですよ

ね。 

 まず我々はどんな考え方に立ったかというと、自分のプレゼンの時にも僕は非常に危機

感を持ってプレゼンをしたつもりでいますが、ちょっとこのままだと日本はだめだなと。

崖っぷちみたいな、もう崖っぷちに日本は立っているみたいなこともと言いましたし、そ

れは結構いろいろな構成員の方も口々にそのようなことをおっしゃられていったかと思い

ますので、まずはその危機感をこの基本的な、何で我々がこの案を出したかというところ

に欲しいなということが一つです。 

 それと、先ほど座長も言いましたけれども、一番下のところが我々の目標を示している

ところだと思うんですけれども。８ページの一番下ですね。これが「情報のストックとフ

ローを活用した世界最先端のアクティブなＩＣＴ環境」となっていて、それはそのとおり

なんですけれど、まずキャッチフレーズとして長い。それが１点と、それから、我々はＩ

ＣＴ環境の実現を目指しているのではなく、これはやっぱり道具であって、ＩＣＴによっ

てアクティブな日本を目指しているわけなので、ここはもうＩＣＴによってアクティブな

日本、野原さんのお話にもありましたが、「Active Japan」を目指すみたいな目標設定をし

てしまった方がいいかなと。 

 というのも、１９ページを見ていただいて、まさにこれも座長が言うように、赤いとこ

ろの具体策をこの後どんどん進めていくという話なんですけど、目標が「ＩＣＴ環境の実

現」になってしまっては問題なので、やはりここはＩＣＴという道具立てをもってして元

気な日本、アクティブな日本をつくろうということが目標ですよね。このあたりをちょっ

と検討していただけるといいかなと思います。 

【村上座長】  ありがとうございます。 

 私も、きれいにまとまったがゆえにあの熱気はどう伝えればいいのかという思いがあっ

たのですが、崖っぷちというようなちょっと思い切った表現をしていくということは非常

に有効かと思います。それと、「Active Japan」、現状は、ちょっと遠慮しているのですが、

クリアにこれを打ち出すとすれば、まさにＩＣＴが日本を元気にするということで、日本

を元気にするＩＣＴで日本が元気になるというのが一番伝えたいメッセージですので、そ

れを最も簡潔に伝えられるような表現に最後はしていくべきかと思います。どうも貴重な

ご意見をありがとうございました。 
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 岡村さん、どうぞ。 

【岡村構成員】  今の岩浪構成員のお話には、私も基本的に賛成でございます。 

 その前の野原構成員のお話についてですけれども、基本的には賛成なんですが、論理関

係として１３ページは、これはたしか上半分と下半分は意味が違うのではないでしょうか。

おそらく野原構成員のおっしゃりたいことをさらに明確化するならば、１３ページの前半

が８ページの前に来て、それから８ページが来た後、１３ページの下半分が来るのではな

いでしょうか。その１３ページ下半分の最後の右下に書いてございます「それぞれの環境

について、社会的イメージ、目標、具体的方策を整理」ということに基づき、その整理の

内容として１９ページが来るという、順番になろうかと存じます。したがいまして、結論

的には、１３ページを２つのスライドに分割して、前半を８ページの前に、後半を８ペー

ジよりも後で１９ページの前に置くのがいいのかなと思います。 

 それと、今度、１９ページの内容でございますが、おそらくこれ、一番下の２つは、こ

れはインフラの問題なのだろうと。そうすると、先ほどの岩浪構成員のお話からすれば、

手段の手段ということになるのかなと。もちろんそれは非常に大切なことで、私も前回に

も申し上げたところでございますけれども。したがいまして、少しそういう目的手段関係

をより明確にするのも大切なことではないかと思いましたので、その点を指摘させていた

だきます。 

 あと、では、インフラの中の二つの問題ですが、もう一つ、セキュリティということも

大事なことなんですけれども、高性能ということを意味する言葉をお入れいただいたほう

がいいのではなかろうかと思っています。どちらかというと、守りの姿勢が１９ページの

右下には見受けられますし、１９ページの左下には、むしろ攻めの姿勢が本来見られるこ

とでありますので、どうもその「堅牢で弾力的」というのも、それも正しい表現ではあり

ますけれども、「高性能」というか、もう少し攻めというか前向きの部分も実はこれは入っ

ている内容なのではなかろうかと思った次第です。以上です。 

【村上座長】  ありがとうございます。 

 これはニュアンスをどういうふうに伝えていくか、これをもう少し動く言葉にしていく

ということなのかもしれません。 

【富永構成員】  私も、１９ページ、最後のページ、非常にきれいにまとめられていて、

ほぼ重要な成分が入っているのではないかと思っております。 

 先ほどから議論がある手段の手段というような話がやや気になっていまして、例えば、
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さまざまな社会システムがＩＣＴ活用ということでどんどん便利になっていくわけなんで

すけれども、「サイバーフィジカルシステムズ」という言葉がありますように、世界の各国

でサイバーフィジカルシステム化がどんどん進んでいる、そうしたときに、やっぱりこの

ＩＣＴという手段を用いてそういったものをしっかり支えていく、あるいはそういったも

のの進展を見ていくという部分がもう少し見えてきてもいいのかなと。例えば一番上の「ア

クティブ／快適な暮らし」の中で、「ＩＣＴを行政、防災、医療、教育」等、この辺のくだ

りで読めることは読めるんですけれども、もう少し色濃く出していってもいいのかなと。

ＩＣＴというのはもう少し実態の部分でもしっかり活躍していけるのかなという感じがい

たします。 

【村上座長】  ありがとうございます。 

 どうぞ、江村構成員。 

【江村構成員】  もう皆さんおっしゃっていることに一つ関係するところで、これ、１

９ページの絵は基本的にはレイヤーになっていて、一番下、真ん中、上になっていて、そ

う思ったときに、一番下のＩＣＴの基盤をつくるといったときに、ちょっと細かいことに

なってしまうのですけれども、左下の「ブロードバンド」というところはやっぱり次の基

盤をつくるんだよねというふうに思ったときに、中に書かれているのがどうも個別になっ

てしまっている気がするんです。やっぱり次の基盤をもう１回デザインするというのをも

う少しはっきり出していったほうが、それを「新世代ネットワーク」という言葉がいいの

かどうかはわかりませんけれども、どうしても現状の少し先のものが並んでしまっている

気がしていて、そこが１点です。 

 それから、もう１点は、「データの利活用」のところの右下のところのセキュリティの問

題が非常に絡んでいるところが、何となく分かれてしまっている感じをもう少しうまくつ

なげられないかということと、それから、３点目はもうちょっと別な視点なんですけれど

も、「具体的な方策」というので書かれているものを、こういう横ぐしにしてみると、技術

的にちゃんと解くべき問題、技術的に解くべき問題も、先ほど「高性能」とおっしゃられ

た性能を上げていくというような部分と、最近で言えば実証実験みたいなものでプライバ

シーみたいな問題を実例をつくって解いていくみたいな、そういうのが１つあるのと、制

度の問題をどうするか、標準化をどうするかというような切り口もあると思いますし、あ

とはガイドラインみたいなものをどうするのかという問題と、先ほど森川先生がおっしゃ

った中に人材の話がありましたけれども、そういう何か横ぐしで見たときにやるべきこと
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が何か真ん中のところに出てくるみたいなイメージがいいのではないかと思います。 

【村上座長】  ありがとうございます。 

 前半の点は、２０２０年というターゲットイヤーがあって、その手前の２０１５年とい

うところに焦点を当てて整理しておりますので、ちょっと時代性とか新世代性が後退した

のかもしれませんが、確かにおっしゃいますようにそういうものがこの段階で出ていない

と間に合わないということがありますので、それを考慮したようなものにしていくべきか

と思います。ありがとうございます。 

 どうそ、三輪さん、お願いします。 

【三輪構成員】  皆さん、ほんとう、おっしゃっているとおり、非常にこのまとまりが

よくて、いいと思うんですが、まさに印象としては、岩浪さんがおっしゃったようにちょ

っとこの厳しい状況、特に私などは５ページ目の「日本のＩＣＴ端末・機器、ブランド等

のシェア低下」と言われると、もう心が張り裂けそうになるんですけれども、こういう状

況を考えたときに、最終的な我々のターゲットがどういう社会を２０２０年につくるのか

というところにあって、かつ、それのキーワードとしてアクティブなＩＣＴ環境によりも

たらされる世界、社会なのだ、そのキーワードは経済成長への寄与、課題解決、グローバ

ルという点からすると、やはりどの部分でどういうマネタイズをするのかというような視

点が何かもう一つあってもいいのかなという感じが正直いたしました。 

 あと、皆様ご指摘いただいているそれぞれのページ、かぎになるページ以外のページを

ちょっとついつい見ていたんですが、やはり９ページにまた「ＩＣＴの潮流」という今ま

で来し方、我々の歩んできた道がきれいに整理されているんですが、ここでやはり何とい

うのでしょう、e-Japanでもって世界最高の水準まで行っているわけですよね、一時。それ

がなぜやはり凋落したんですかというのは、今言ったマネタイズの部分と、多分、密接に

絡む話だろうと思うので、そこに関する何か言及がちょっとあるといいのかなということ

を感じた次第です。 

【村上座長】  ありがとうございます。 

 マネタイズとマネー、両方でしょうね、おそらく。この枠組みの中でどういう形でどう

入れられるかは、非常に難しいところですので、ぜひご意見をいただければ。 

【三輪構成員】  ちょっと完成度が高いので考えておりました。 

【村上座長】  よろしくお願いいたします。 

 では、藤原さん。 
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【藤原構成員】  今の三輪さんのお話をちょっとフォローというか、意見なんですけれ

ども、この５ページの「端末、ブランドシェア低下」という話なんですけれども、ここだ

け見れば何か日本は落ちているようなんですけれども、アメリカなんて全然ブランドはも

う出てこないじゃないですか。要は、産業構造が変わっているということが実は、多分、

重要で、過去よかったものがだめになったからと悲しむのではなく、次の新しいものが出

てくる仕組みをつくるというメッセージのほうが、多分、いいのではないかと思うんです。

パナソニックさんも新しいことをおやりになるような、何か売れない端末をつくるのでは

なくて。 

【三輪構成員】  あまりいじめないでください（笑）。 

 まさに私のポイントもそういうところにありまして、ここで「ＩＣＴ端末・機器、ブラ

ンド等のシェア低下」というのは、要はマネタイズするレイヤーを機器のレイヤーにとら

えてのみ話をしている話なので、もっと言うと、いわゆる情報のストック、フローを活用

した最先端のアクティブなＩＣＴ環境の中におけるコンテンツのレイヤーとか、あるいは

ビッグテータをマネタイズするとか、そこにもう一足先にアメリカのプレーヤーは行った

わけですよね。では、我々はどういうレイヤーでほんとうにマネタイズするのかというと

ころがポイントになるのだろうと思います。 

【村上座長】  ありがとうございます。 

 私の思いは全部表現されているのですが、一つちょっと薄いかなと思うのは、サービス

という視点です。コンテンツとかデータというところまでで、アクティブまで来ているの

ですが、この中身はサービスだと思いますけれども、サービスという、あるいはサービス

ドミナントロジックの考え方がもうちょっと出てもいいかなという、これは個人的にはそ

ういうふうに思います。 

 どうぞ。 

【野村構成員】  今までのご意見を拝聴いたしておりまして、岩浪構成員からございま

したけれども、１３ページですとか、８ページのかぎ括弧で入っている言葉がどうも長い

ような印象が私もいたしております。 

 全部、環境について詳しく説明していただいているんですけれども、ＩＣＴによりこう

いった環境を実現することで、最終的なターゲットとして「Active Japan」を目指すのだ

と、もっとバシッと前面に出してしまったほうが、より目指すもののイメージがしやすい

のではないのかと思いまして、そういう意味で岩浪構成員のご意見に大賛成でございます。 
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 それから、江村構成員からご指摘がございましたそれぞれの５つの環境の中に落とし込

まれている方策のなかでも、実は横ぐしを通すことができるものがあるだろうというご意

見も確かにそうだなと思っております。さきほど、野原構成員からＩＣＴ展開スキームっ

て何、というご意見がありましたけれども、私も、これは何なのだろうと、初めの事務局

のお話を聞いたときに非常に思いました。ＩＣＴ展開スキームの内容は、今後の議論でさ

らに検討すべき課題だとは思うんですけれども、横ぐしの中でも特に重要と思われる要素、

例えば標準化ですとか、人材育成。あるいは社会実装のための実証実験にどこまで国が本

気になって取り組むか。例えば、国がいっそのことモデルケース、ショーケースになって

しまうぐらいの意気込みを見せていただくとか、そういったことですね。あるいは、新し

いプレーヤー。私も新しいプレーヤーをどうやって創出していくかがとても大切だと思う

んですけれども、この資料ではあまり言及されておりませんが、今までの議論の中で創発

プラットフォームをどうするかみたいなお話もございました。それぞれの中身の細かいと

ころまで言及する必要はないとは思いますが、そういったそれぞれの環境を実現するため

に必要なＩＣＴ展開スキーム、その中には、こういう重要な要素が含まれるべきだという、

そこまでぜひ提示できたらいいのではないのかと思っております。 

【村上座長】  １９ページの真ん中は、かなり議論はしているのですが、あまり陽表的

に出ていない、もうちょっと出せるのかもしれません。 

 どうぞ、中川構成員。 

【中川構成員】  私も１９ページのやっぱり「Active Japan」と書いてあったところが

「ＩＣＴ展開スキームの創設」という言葉になっている、これが何を目指すのかが、ＩＣ

Ｔ環境だよと言われてしまうと、やっぱりちょっと何なんだろうという感じがいたします。 

 どうしたらもう少しイメージがわくのだろうかといったときに、パッケージ輸出という

話を、最初のころ、していたかと思うんです。ＩＣＴというのは、やはりＩＣＴだけで何

兆円とかという産業にするのは、やはりなかなか難しいところがございます。ワイヤレス

だとか、そういうところではもちろん部品レベルではあるのかもしれませんけれども、こ

こに「データの利活用」のところでは「数十兆円」という数字が入ってございます。これ

に相当するような、多分、産業規模というものは、コンテンツ市場もございますし、また、

上の「アクティブな暮らし」のところにあります例えばモビリティだとか、あとスマート

シティですね、これも今は非常に伸びている。あるいはクリーンテックと言われているよ

うな環境産業、これも非常に伸びている。また、医療とか観光ですね、こういったところ
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もこの「アクティブ／快適な暮らし」というところにはいろいろな産業の規模みたいなも

のが、もうこれはいろいろなマーケティングのデータからとれていると思うんですが、そ

れを幾つかでもいいのだけれども、新産業としてＩＣＴとパッケージ化をして、グローバ

ル展開という、私はこれはグローバル展開ということではないかと思ったんですけれども、

その展開、ＩＣＴ展開ですけれども、新たなＩＣＴ展開、そういうふうな具体的なイメー

ジというんですか、どうやったら今までの課題を克服してほんとうに元気になれるのだろ

うといったときに、やっぱり最先端なものを単に開発して社会実装して住んでいる市民が

幸福というだけではなくて、それをもっと世の中に出していける、海外に出していけるよ

というところのメッセージが伝わるといいのかなと、この１９ページのところは思いまし

た。以上です。 

【村上座長】  ありがとうございます。 

 どうぞ、野原構成員。 

【野原構成員】  先ほど藤原さんの言われた、「なくなったものを嘆くのではなくて次の

新しいものが出てくるように」、これからどこでマネタイズしていくのかをはっきりメッセ

ージとして出すというのに賛成です。私も以前から一生懸命それを発言していたつもりだ

ったのに、いつの間にか妥協し始めていた自分に改めて気がつきました。では、どうすれ

ばよいかというと、例えば１９ページに青い文字で「キーワード」があって、そこに新し

い切り口が列挙してありますが、ここを少し修正するといいのではないかと思うんです。 

 今の資料では、マネタイズよりも技術要素みたいな、開発要素みたいなキーワードにな

っているのではないかと。もちろん、研究テーマもあっていいんでしょうけれども、その

先の次の新しいものをはっきりとイメージさせるような言葉が、この青いキーワードの中

に入ってくるべきなのではないかと思います。 

 それから、座長が先ほどおっしゃられたサービスという側面が弱いというのも、関係が

あると思います。サービスという視点、マネタイズを意識した新しい切り口を意識して修

正すると、随分インパクトが強くなると思います。その方向で修正をしてはどうかと。 

【村上座長】  どうぞ。江村構成員。 

【江村構成員】  ちょっと今までの議論と少し関係するところで、一番上の「アクティ

ブ／快適な暮らし」というところは、何か暗黙に日本のことをまた書いたかなという。中

川さんがおっしゃったようなことまで含めて考えたときに、ここにどういうものを入れた

ら、それは輸出とか新しいグローバルなあれになっていくのだろうかという視点で見たと
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きに、もうちょっとここを工夫のしようがあるような気がしましたということなんです。 

【村上座長】  これもいつの間にか戻ってしまいましたね（笑）。グローバルなマーケッ

トが対象で、グローバルなアクティブな暮らしだったはずだったのですが、ちょっと戻っ

てしまったかもしれません。これ、工夫の余地があるかと思います。 

 嶋谷構成員、よろしいですか。 

【嶋谷構成員】  もう皆さんがおっしゃっているとおりだと思います。例えば所構成員

の資料の中に非常に明確に出ている、「情報資源立国」とか、あるいは「国際競争力」とか、

「産業」とかという、そういうアグレッシブな表現があまりないんですね。「環境」という

ほんわかした感じで整理されてしまっている。もちろん環境をつくるのもＩＣＴビジネス

としてはあるんですけれども、ＩＣＴを使ってビジネスを創るイメージ、あるいは、それ

を輸出して産業にしていくというようなイメージがバシッと出るべきではないかと思いま

す。 

【村上座長】  おそらく「Active Japan」が主語になって、これが今後、１回まとめら

れると、そういうふうになるように思いますね。まさにおっしゃるとおりだと思いますの

で、そんな方向でまとめていくということだと思います。 

 この真ん中のところは、まだちょっと時間がありますので、ここについては頭出しがで

きれば、それでよろしいかと思います。 

 どうぞ、野原構成員。 

【野原構成員】  最初の発言でキーワードを出した点についてですが、この「ＩＣＴ展

開スキーム」の中に、どういうやり方で展開していくのか、方法論について書き込めたら

いいと思います。 

 一つは、競争的スキームの導入ですが、例えば、研究開発の案件にしろ、実証実験をや

るにしろ、これまでは具体的なテーマや実験仕様を決めて公募して、企画書と見積もりを

評価し採択するというやり方でしたが、もっと柔軟で自由度の高い幅広いテーマや方向性

を設定して、自由に提案してもらって採択していくという提案型案件を導入することによ

って、随分と変わってくるだろうと思います。 

 また、長期的な５年予算みたいな研究予算をつけるのではなくて、急激に変わる社会ニ

ーズや技術動向の変化に柔軟に対応できるように、随時見直しができたり内容の変更もで

きるような、あるいは積極的変更することを前提としたスキームを考える。途中で評価を

して減額する等は既に行われていますが、減らす・増やすということではなく、方向や内



 -25- 

容の変更も含めて、研究当事者と、社会ニーズを見る人とで協議しながら進めるとか、仕

組みを工夫するというようなことが２点目。 

 あと一つは、アクティブ・グローバルを具体的にどう進めるかですが、これまで何回か

議論に出てきたと思いますが、グローバル市場で競争力のある技術・事業にフォーカスす

ることと、研究の段階から海外との連携もできるようなスキームにする。それから、国内

で開発したものを海外で事業化することを積極的にやれるように、予算のつけ方とか、進

め方を考えていきたいと思っています。以上です。 

【村上座長】  ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。片山構成員、よろし

いですか。 

【片山構成員】  皆さんのおっしゃることは確かに「Active Japan」みたいなことで、

環境ではなくて何をしたいかの最終目的は、多分、「Active Japan」だと思って見ていまし

たら、５ページの先ほどの議論にありました日本のポジション低下とあって、やっぱり

「Active Japan」と言うからには、このポジションを上げるのが一つ目的で、そのときに、

先ほどちょっと、私どもの業界もそうかもしれませんが、経営的業界は消えて新しいとこ

ろに出て行くと。そうすると、では、このページで言ったところの何か目標みたいなもの

が具体化できると、例えば右上の「国際指標の地位を上げる」、これは非常に目標になりや

すい。例えばこれをベスト５にするとか、何かちょっと違うような気がするんですけれど

も、何かこのページ、「Active Japan」にすることによってこのページが、今こうだけれど

も、例えばこういうようなことになるという、そういう目標観が少し出ると、全体、危機

感が裏腹に今ではだめだという危機感が出るのかなと思いました。 

【村上座長】  ありがとうございます。どうぞ、水落さん。 

【堤構成員（代理）】  三菱電機、堤の代理の水落でございます。 

 最初に岩浪構成員がおっしゃった、環境がゴールではないのだと、それから、これまで

の熱い議論のにおいが少し消えてしまっているということと関連すると思うのですけれど

も、ともかくやってみせるというようなところが大事なのだという議論があったと思うん

です。 

 特に最初のころ、森川構成員からも、いざビッグテータで何かやってみようと思っても、

そこまで行かないと。その一つの表現として、実証実験ということをもっと強く打ち出し

てもいいと思いますし、そういう意味で言いますと、８ページの真ん中の下の矢印のとこ

ろに「Active（アクティブ）な視点で」というところのここにやはり非常にいいことがま



 -26- 

とめられていると思っておりまして、「利用者起点で」、２番には「社会実装化」という言

葉も使われていますし、３番に、受け身ではだめで、「アクティブ・グローバル」にと、こ

このところをもっと膨らませて、とにかくやってみせて、ほんとうにこのＩＣＴはこんな

にいいことがあるんだということを世の中に知らしめるということを１９ページの真ん中

のところにもう少し色濃く出せば、熱い議論が多少復活するのではないかと感じました。 

【村上座長】  まさに「アクティブ」とは何なのかという議論を煮詰めていくと、こう

いうことになるのではないかということですので、我々の議論の結論になっているもので

す。これをもう少しフィーチャーするようなことができればと思います。ありがとうござ

います。 

 １つだけ、私からよろしいでしょうか。非常になるほどと思ったのは、Ｍ２Ｍだったら

プライバシー問題については問題ないという議論が行われたということです。けれども、

Ｍ２Ｍの中にもいろいろなバラエティーがあって、例えば車のプローブの情報をとって、

プローブと信号が連動するようなことをやる場合には、Ｍ２Ｍの中の議論だといえないも

のになるのではないでしょうか。 

【岡村構成員】  あれは要点としては、できるだけ議論をシンプルにしようという趣旨

から、そういうＭ２Ｍ的なものを想定すれば、そんなに難しいことはないのではないかと

いう書き方をしたわけでありまして、おっしゃるとおり、掘り下げると非常に複雑化して

まいります。 

 したがいまして、あそこに私が書いておりますのは、典型的なＭ２Ｍなら大丈夫だよと

いう趣旨で書いているわけです。以上です。 

【村上座長】  具体的な議論が必要だということなのですが、あれはＭ２Ｍは大丈夫だ、

というメッセージ自体が非常に強い有意義なメッセージだと思います。あれは括弧の中で

はなくて、外へ出てもいいのではないかと思いました。 

 森川さん、何か言い残したようなことは大丈夫ですか。 

【森川構成員】  言い残しということでもないんですけれども、やはり結局、ビッグテ

ータにはものすごい可能性がある。しかしながら、やはりデータがないと進まない。デー

タが使えれば、そこにいろいろな人たちが集まってきて、いろいろな可能性が生まれてく

るといったような場をつくるのが難しいよねなんていうのが、やはりアドホックでも出て

いて、それはではどうしたらいいんだろうといったあたりが、多分、ポイントになるのか

なと。したがって、そのあたりをうまくつくり込んでいく、あるいは埋め込んでいきたい
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と思っています。 

【村上座長】  ありがとうございます。どうぞ。 

【岡村構成員】  最近、関西ではこの夏の電力不足が話題になっていますけれども、こ

の前の日曜に、あるテレビ番組で小口水力発電の話題を取り上げていました。それが安価

で設置できる時代になっており、その辺の用水へどんどん設置すれば、周囲の住戸が必要

とする発電量ぐらいは簡単かつ十分に賄えるという内容でした。 

 そうしますと、今のビッグテータの話と関連して、おそらく小口水力発電システムを、

Ｍ２Ｍの形で通信回線によって接続して遠隔管理すれば、かなり高度なスマートグリッド

ができるのだろうと思っています。 

 ところが、河川の水は昔も今も水利権の対象ですので、小口水力発電を設置するために

は、流水を消費しないにもかかわらず、ほとんどの場合に水利使用のための複雑な許可申

請手続が必要です。さらに土地占用などの許可が必要となる場合も多いのです。許可を得

ている他の水利使用に従属して小口水力発電を設置する場合は、許可申請は比較的簡単な

書類で可能なのですが、それ以外は簡単とはいえません。河川の場合には、水利権との関

係で複雑になっています。その一方では、水利権の対象となる田畑そのものが宅地などに

転用されて消えてしまっているところが非常に多いところが非常に多く、水利権との関係

をクリアしようと思うと、手続きが複雑で困る状態です。そうすると、例えば日本企業が

そういう高性能な小口水力発電の導入を計画して、それをスマートグリッドで結んでやろ

うとしたところで、どうも幽霊のような存在の水利権が実際には立ちはだかる形になるの

で、仕方がないので、上水道の一部をそれに利用するのだとか、ビル内の水配管設備を小

水力発電に利用するのだとか、苦肉の策でいろいろされておられるようなんですけれども、

やっぱりそういう意味で、規制緩和というか、規制の見直しということはやっぱり相当こ

の日本として考えていかないと、相当いろいろなことができるにもかかわらず、全然関係

がないところから障壁が出現して、それは監督官庁が全然悪くないわけでありまして、た

だ、それが現に残っているということでどうも先へ進めないと。 

 おそらく、スマートグリッドなどというのは日本の生命線になりますでしょうし、今後、

海外へもその技術を売りこんでいくというような形になりますのでしょうし、やっぱり多

少、規制緩和的なメッセージももう少し別の処方の関係であるのかなと。したがって、プ

ライバシーだとかがどうしてもクローズアップされますけれども、それ以外にも規制内容

を変更することによって、何とか日本の成長力を回復するためにはそういう見直しという
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意味が要るのではなかろうかと。 

 そういう意味で、ここの本日の資料、最後にも出てまいりました６‐５ということの右

下に書いてございます規制緩和みたいなところが、実は非常に改めて重要性を認識しなけ

ればいけないのではなかろうかと思った次第ではあります。 

【村上座長】  ありがとうございます。 

 水の問題については、水の世界にもスマートグリッドがあります。電力のスマートグリ

ッドもありますが、水そのものの水利についてのスマートグリッドをつくろうというよう

な動きもあると聞いています。そういう問題が出てくると、水利権というようなものが新

しいＩＣＴのテーマを担っていくということですね。そういう広がりをもって議論してい

くということだと思います。 

 それから、規制緩和を、この後半の議論でどのくらい取り込んでいけるかをチャレンジ

しなければいけないということだろうと思います。 

【岡村構成員】  ですので、他省庁とのかかわりでどうもやりにくいところではないか

ということは、もう承知した上で申し上げているんですけれども、これ、日本を回復する

ためにはそういう部分も含めて考えていかないといけないのではなかろうかと思った次第

でございます。 

【村上座長】  三膳構成員、どうぞ。 

【三膳構成員】  済みません、ちょっとまとまっていないのと、公開の場でこんなこと

を言っていいのかどうかちょっと悩んだまま、もやもやしていたんですけれども、ちょっ

とうまく言えるかどうかわからないんですけれども、何となく今までの議論の流れから第

二次産業的なものを中心の社会をまだ描いているような気がしていて、国際競争力とか、

もう物を売りますとか、製品を出しますとかという話に何となくゴールが向いてしまって

いるのが、もしかしたらまずいのかなと。 

 例えば、今、うまくいっているほかのところだと、Googleとか、Facebookとか、Apple

とかだと、どちらかというと、もう第三次産業、サービス・コンテンツ系の人たちの威力

で基本的にはソフトウエアを使って、その上で自由にサービスを展開しているような人た

ちに二次産業でけんかを売っても、まず難しいのかなという気がしているし、そういう時

代になっていることをうまく変化できていないので現状があるという認識が、もしかした

ら落ちていたのかなと感じています。その辺が、サービスという視点が弱いとか。確かに

社会が目指す部分で、医療とか、防災とか、娯楽とか、エンターテインメントとかも、い
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わゆる何かを使ってある目的を達成する、その達成するところのマネタイズの部分に関し

て、もう物事が一気に流れている状況だと。 

 何かを使うところではなくて、達成する目的のところのマネタイズのところに勝負に行

けていないのが問題だとするんだったらば、そういうところをほんとうは書かなければい

けない気がする。 

 ただ、社会としてその辺が確実に合意がとれているかというと、望むべき社会像みたい

なものが１個ぽんとあるわけではないのも確かにあって、そのあたりを明確に持てていな

いところでもやっと書くしかないところがあると思うんですけれども、少なくとも我々が

ＩＣＴで何かをしたいというのは、ＩＣＴがうまくいくのではなくて、社会がうまくいく

からＩＣＴが貢献できますみたいなところに持っていこうねというのが多分ここのところ

のずっと議論でやってきたところだと思うので、その部分を事務局の方にものすごく丁寧

にまとめていただいたのは確かにありますが、ちょっと長いというよりも、ディテールが

大き過ぎてしまったかなという気がしています。それは多分、今後の施策を考えるところ

で、そのディテールに従っていろいろやっていかなければいけないところもあるので、あ

る程度書き下ろしていかなければいけないと思うんですけれども、では、それを使って何

をやるというところをキーワードとしてもう少し抽出できたり、創造できたりしたほうが、

この議論をまとめられるのかなと思いました。 

【村上座長】  ありがとうございます。 

 まさに、先ほどサービスドミナントロジック、サービスの視点の重要性を申し上げたの

は、三膳さんがおっしゃったようなことを私も頭の中にもやもやと持っていたからだと思

います。 

 岩浪構成員、どうぞ。 

【岩浪構成員】  先ほど岡村さんが、所さんが本日提出していただいたこの資料６‐５

のお話に触れたので言いますが、僕も今日、この所さんの資料を見ながら、まさにこの３

つ挙げていらっしゃるこの右下の「規制・制約」というところですね。これをせっかく所

さんが三大課題として出していらっしゃるのに、まとめのどこら辺にこれが入っているの

かなと思うと、あまり見当たりません。この期に及んでアウトプットが定かでないことを

言い出すのもと思って、ちょっと躊躇していたんですけれども、今、岡村さんがせっかく

触れたので発言します。 

ここに「法的規制」と「技術的制約」「資源的制約」と書いてありますが、ほかにも「社
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会的な制約」とか、これは企業マインドなども含めてなんですけど、実際、これは大きな

課題としてあるのではないかと思うんですよ。 

 例えばビッグテータのお話も、これはみんな取り組むべきところなんですけれども、や

はりこれが個人情報関連の話になったりその手の問題に触れると、日本の企業というのは

本当にまじめですから、やはり自ら制約的になってしまうという面があります。これは他

の著作権の話などもそうかもしれません。 

そのあたりで海外勢に後塵を拝してきた的なところもあるかと思うんです。それは、別

に悪いことばかりではない、日本のいい点でもあると思います。したがってアウトプット

は単純な規制緩和というわけでもないなとは思っているんですけどね。 

 それで、先ほど三菱電機さんなどもおっしゃっていましたけれども、よく見ると、この

資料の中にはいい言葉がやっぱりあると思っていまして、それは、「ＩＣＴの社会実装化」

という言葉です。 

 そう考えますと、アウトプットが全くないわけではなくて、実証実験を「社会実装」と

いう言葉をもっと前面に出して、実社会に適用してみることで、今の、こう言っては何で

すが、マインドが引っ込んでしまって後塵を拝してしまうみたいな話を何とか盛り上げて

いくというようなことが、何とかアウトプットとしては出るのかなと思いました。答えと

してはせっかく、今、うまくまとめていただいているので、「社会実装化で今までにない一

歩を踏み込んだ実証実験をやる」というような観点を少し加えていただけると、所さんの

メッセージを受け取ったことになるのかなと感じています。以上です。 

【村上座長】  ありがとうございます。 

 伊東座長代理、いかがですか。 

【伊東座長代理】  いえいえ。 

【村上座長】  大丈夫ですか。 

 では。資料につきましては、今、いろいろなご指摘をいただきました。大筋、このよう

な方向でということでこの場の議論がまとまっているかと思いますので、自由討議につき

ましては、ここで終了させていただきたいと思います。 

 スケジュール的には、今週の２７日（金）に、親委員会であります新事業創出戦略委員

会と研究開発戦略委員会の合同委員会が開かれます。ここに、きょういただいたご意見を

可能な限り反映させる形で、このボードの中間取りまとめとして報告をさせていただきた

いと思います。 
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 資料の修正につきましては、できるだけ努力をいたしますが、座長にご一任いただけれ

ばと思いますが、よろしいでしょうか。 

 どうもありがとうございます。それでは、そういう方向でやらせていただきたいと思い

ます。 

 次回は、この２７日の親委員会での議論を踏まえて、これから主として真ん中の赤いと

ころをいかに具体的なものにしていくか、あるいは足りないところを加えていくかという

最終取りまとめに向けた議論が行われることになりますが、またぜひよろしくお願いした

いと思います。 

 最後に、事務局から事務連絡がございますか。 

【中村融合戦略企画官】  次回のこの基本戦略ボードの会合でございますが、開催日時、

場所等の詳細につきましては、また別途ご連絡をさせていただければと考えてございます

ので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

【村上座長】  ありがとうございました。 

 それでは、以上で第６回の会合を終了とさせていただきたいと思います。どうもありが

とうございました。 

以上 


